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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します
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2023年（令和５年）

第863号

12
月

下記日程は休館となります。
ご了承ください。

12月28日（木）終日
全館大掃除日

12月29日（金）～１月４日（木）
年末年始休館日

１月５日（金）12時～
四役書記局合同会議

土・日・祝日も休館

支部会館休館のお知らせ

▼
公
園
へ
息
子
達
を
連
れ
て

行
く
と
、
砂
場
遊
び
は
外
せ

な
い
の
で
土
木
作
業
グ
ッ
ズ

が
必
携
と
な
る
。
ス
コ
ッ
プ
や

バ
ケ
ツ
、
左
官
コ
テ
の
よ
う
な

も
の
も
あ
る
。
砂
場
で
出
会
っ

た
子
ど
も
達
が
結
託
し
小
さ

な
職
人
集
団
と
な
り
、
巨
大

ダ
ム
建
設
工
事
が
始
ま
る
こ

と
も
あ
る
。
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

等
、
重
機
の
お
も
ち
ゃ
が
あ
れ

ば
大
活
躍
だ
。
▼
建
設
機
械

に
目
を
輝
か
せ
る
子
ど
も
は

多
い
。
街
中
で
タ
ワ
ー
ク
レ
ー

ン
を
見
つ
け
れ
ば
指
差
し
て

喜
ぶ
し
、
道
路
工
事
の
バ
ッ

ク
ホ
ー
を
ず
っ
と
眺
め
て
は

誘
導
員
を
困
ら
せ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
▼
土
建
ま
つ
り
で
は

高
所
作
業
車
で
２
０
０
人
以

上
の
子
ど
も
達
を
空
中
遊
泳

に
導
い
て
、
輝
く
笑
顔
の
横
で

操
作
し
て
い
る
。
▼
建
設
業
に

従
事
す
る
人
口
は
減
少
し
て

い
る
ら
し
い
。
誰
し
も
き
っ
と

子
ど
も
の
頃
か
ら
、
職
人
へ
の

憧
れ
を
持
っ
て
い
た
は
ず
な

の
に
、
人
生
の

様
々
な
分
岐
点

で
選
ば
れ
な
い

道
に
な
っ
て
し

ま
う
の
は
何
故

だ
ろ
う
か
。
建

設
業
の
地
位
向

上
の
た
め
、
組

合
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
。

支部の
ホームページは
こちら

検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/shibu/index.html
建設業の地位向上のために

（河原井 優樹・厚生文化部長）

　関東大震災100年。過去の
災害に学び、来るべき災害に
備えましょう。

東京防災セミナー２

100万人署名行動の
成功を３

　今が賃上げのチャンス！
100万人国会請願
署名にご協力を
お願い
します。

　今回、東京土建の皆さんには、南相馬
市小高区小谷（おだかくおや）行政区に
ある桜並木の草刈りをお願いしました。こ
この草刈りは毎年2回、継続しておこなっ
ており、草刈りのおかげで春には川沿いに
咲く桜の花を見ることができます。
　以前は地元の住民が草刈りをおこな
い、花を植えたりしていましたが、高齢
化で管理ができなくなってしまいました。
　住民からのボランティア依頼は常に
20件以上あります。最近「庭の桜の木
を切ってほしい」など、ボリュームのあ
る仕事が多くなってきている傾向にあ
ります。「最近会ってないけど、おじい
ちゃん元気？」とは気軽に言えません。
亡くなっている場合があるからです。被
災者にどんな被害を受けたのか聞くこと
がタブーなように、ここでは連れ合いの
ことを尋ねるのはタブーとなってきてい
ます。来年も南相馬に来てもらえれば幸
いです。きれいに作業していただき、あ
りがとうございました。

ボランティア
活動の今

南相馬市ボランティア活動センター
センター長 松本 光雄さん

と
み
お
か
ア
ー
カ
イ
ブ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
見
学

　

11
日
の
朝
、7
時
に
杉
並
支

部
会
館
を
出
発
し
、途
中
山
手

通
り
の
東
中
野
駅
付
近
で
数

名
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、
福
島
県

南
相
馬
市
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

最
初
に
富
岡
町
に
あ
る
「
と
み

お
か
ア
ー
カ
イ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」に
向
か
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、

富
岡
町
を
中
心
と
し
た
地
域

の
歴
史
と
特
徴
、
震
災
と
原

子
力
災
害
を
歴
史
の
大
き

な
1
ペ
ー
ジ
と
し
て
継
承
し
、

後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
目
を
引
く
の
が
、

「
被
災
パ
ト
カ
ー
・
双
葉
31

号
」
で
し
た
。
2
人
の
警
官

が
乗
車
し
、
自
ら
の
命
を
か

け
て
町
民
の
避
難
誘
導
に
あ

た
っ
た
パ
ト
カ
ー
は
、
津
波

に
の
ま
れ
、
富
岡
川
河
口
近

く
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
の
記
憶
と
2
人
の
勇

気
あ
る
行
動
を
伝
承
す
る
た

め
、
ご
遺
族
と
福
島
県
警
の

理
解
、住
民
の
協
力
の
も
と
、

保
存
・
展
示
が
で
き
て
い
る
と

の
事
で
す
。

　

あ
た
り
ま
え
の
日
常
が
ど

れ
だ
け
あ
り
が
た
い
こ
と
か
、

展
示
品
が
訴
え
て
い
る
事
実

を
目
に
し
な
が
ら
、
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

伝
承
鎮
魂
祈
念
館
・

慰
霊
碑

　

続
い
て
向
か
っ
た
の
は
、

相
馬
市
原
釜
地
区
に
あ
る

「
伝
承
鎮
魂
祈
念
館
・
慰
霊

碑
」
で
す
。

　

隣
に
あ
る
笠
岩
公
園
に
は
、

地
区
の
犠
牲
者
４
５
８
人
の

芳
名
と
被
災
状
況
を
記
し
た

碑
文
が
刻
ま
れ
た
、
黒
御
影

石
が
あ
り
ま
し
た
。
祈
念
館

の
な
か
に
は
、
震
災
前
の
原

釜
地
区
の
原
風
景
や
、
震
災

後
の
写
真
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
引
き
取
り
手
の
な

い
家
族
ア
ル
バ
ム
も
あ
り
、心

打
た
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

仲
間
の
力
を
再
認
識

　

そ
の
後
、
南
相
馬
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、松

本
セ
ン
タ
ー
長
よ
り
、明
日
の

作
業
の
詳
細
が
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。草
刈
り
に
な
る
だ
ろ
う
、

と
の
事
前
情
報
か
ら
、
杉
並

支
部
主
催
で
多
く
の
仲
間
が

「
刈
払
い
機
・
振
動
工
具
作
業

者
教
育
」を
受
講
し
、作
業
に

臨
み
ま
し
た
。

　

宿
泊
先
「
蒲
庭
館
」
で
は
、

夕
食
後
も
支
部
間
を
越
え
て

交
流
。
翌
朝
は
、
8
時
に
依

頼
を
受
け
た
桜
並
木
の
草
刈

り
の
現
場
に
移
動
し
、
作
業

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
丸
1

日
は
か
か
る
だ
ろ
う
、
と
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
が
、
昼

ま
で
に
は
作
業
終
了
の
目
途

を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
改
め
て
仲
間
の
力
を
再

認
識
し
た
次
第
で
す
。

　

帰
り
は
「
道
の
駅
・
浪
江
」

で
お
土
産
を
買
い
、渋
滞
も
あ

り
ま
し
た
が
、無
事
帰
路
に
着

き
ま
し
た
。組
合
は
今
後
も
被

災
地
に
寄
り
添
う
活
動
を
続

け
て
い
き
ま
す
。（
双
木 

記
）

被
災
地
に
寄
り
添
う
活
動
を
続
け
ま
す

組合は　

11
月
11
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
、
杉
並
支
部
の
仲
間
17
人

と
他
支
部
の
仲
間
12
人
（
新
宿
支
部
・
文
京
支
部
・
小
平
東

村
山
支
部
）
は
、
今
年
も
福
島
県
南
相
馬
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
、
被
災
地
復
興
支
援
活
動
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

　

雨
天
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
が
、
降
ら
れ
る
こ
と
な
く
作
業
を

終
え
、
無
事
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

福島県南相馬市

被災地復興支援活動
2023.11.11～12

できる人ができる時にできることをやる

作
業
前
、
海
に
向
か
っ
て
黙
と
う

ボランティア少年隊も頑張りました刈払い機大活躍

作業前

作業後

被
災
パ
ト
カ
ー
・
双
葉
31
号

犠
牲
者
４
５
８
人
を
刻
む
慰
霊
碑
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 「震度」に関する次の記述のうち、正しいものはどれか
❶誤り＝気象庁や各地の自治体の観測点で「計測震度計」により観測し、発表される
❷誤り＝気象庁の震度階級は０から７まであるが、５と６はそれぞれ強と弱に分けられているので、全部で10段階になる
❸正解＝1948年の福井地震までは震度は６までしかなかったが、この地震で家屋の全壊率が100％近くに達する地域があったため、
　　　　翌1949年に震度７という震度階が初めて設定された

        「マグニチュード」に関する次の記述のうち、正しいものはどれか
❶誤り＝マグニチュードは地震の規模を示す尺度である
❷誤り＝マグニチュードが1.0上がるとエネルギーは約30倍になる。よって30倍のさらに30倍（約1,000倍）のエネルギーを持つことになる
❸正解＝いろいろな計算の仕方があり「実体波マグニチュード」「モーメントマグニチュード」などがある

  地盤の「液状化」に関する次の記述のうち、正しいものはどれか
❶誤り＝地下水が浅く、砂+水という条件が揃う地盤で起きやすい
❷正解＝強い地震の揺れがあると、間 水圧が上がり砂粒同士を結んでいた支持力が外れ、砂は水の中に浮いた状態になる。
　　　　砂は下に沈んでいこうとするため、結果、砂まじりの水を地表へ噴き出す噴砂現象が生じる。
❸誤り＝注目されたきっかけは1964年の新潟地震（M7.5）であった

防
災
士
模
擬
試
験
で

防
災
に
つ
い
て
学
ぼ
う

災
害
と

防
災

防
災
士
が
語
る

青
木
隆
之
防
災
士

　

今
月
は
、先
月
掲
載
し
た
実
際
の
防
災
士
試
験
で
使
用
さ
れ
て
い
る
模

擬
試
験
の
回
答
を
掲
載
し
ま
す
。

問１

問２

問３

模擬試験解説（問題は機関紙すぎなみ11月号に掲載）

11
月
21
日
、
杉
並
支
部
会
館
に
お
い
て
東
京
防

災
学
習
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
参
加
者

36
人
）
。
２
０
２
３
年
は
、
関
東
大
震
災
発
生
か
ら

１
０
０
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

関
東
大
震
災
で
は
、
地
域
の
力
が
救
助
や
相
互
扶

助
に
大
き
く
貢
献
し
た
、
と
の
教
訓
が
残
っ
て
い
ま

す
。
災
害
に
対
し
て
の
備
え
や
、
地
域
で
助
け
合
っ
て

い
く
こ
と
の
必
要
性
を
改
め
て
考
え
ま
す
。

　

講
義
の
冒
頭
、D
V
D

出
演
で
東
京
大
学
大
学
院

の
目
黒
教
授
よ
り
「
効
果

的
な
防
災
対
策
の
実
現
の

た
め
に
」
と
題
し
て
、阪
神

淡
路
大
震
災
の
被
害
状
況

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

不
可
欠
な
３
つ
の
条
件

　

目
黒
教
授
は
「
人
類

は
想
像
で
き
な
い
こ
と
に

対
し
て
備
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
し
て
、
ま
ず

は
、
①
災
害
に
対
す
る
正

確
な
知
識
（
敵
を
知
る
こ

と
）
、
②
地
域
特
性
・
行

政
の
能
力
・
自
分
自
身
の

能
力
（
己
を
知
る
こ
と
）
、

③
災
害
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ

ン
（
災
害
を
想
像
す
る
こ

と
）
が
重
要
だ
と
説
明
し

ま
し
た
。

余
波
に
よ
る
強
風
に
あ
お

ら
れ
、
大
規
模
火
災
に
発

展
し
た
も
の
で
す
。

　

１
０
０
年
後
の
今
と

な
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
も
の

は
、①
関
東
の
地
盤
条
件
、

②
強
風
な
ど
の
自
然
環
境
、

③
同
程
度
の
地
震
、
④
助

け
合
い
の
心
、
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
4
つ
を
踏
ま
え

て
、
①
地
域
の
特
性
を
知

る
、
②
家
屋
の
耐
震
性
強

化
、
③
家
具
転
倒
防
止
措

置
、④
出
火
防
止
、⑤
そ
の

後
の
余
震
に
備
え
る
、
⑥

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
、

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は

発
災
当
初
、
地
域
住
民
に

よ
る
安
否
確
認
と
救
出
・

救
護
、
初
期
消
火
が
お
こ

な
わ
れ
、
多
く
の
命
が
救

わ
れ
ま
し
た
。

　

被
災
の
教
訓
を
過
去
に

学
び
「
自
ら
の
命
は
自
ら

守
る
」「
地
域
は
地
域
で
守

る
」
想
い
の
も
と
、
次
の
地

震
に
備
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　今年の春におこなった「支部会館屋上バーベキュー」を、10
月22日にも開催しました。当日は秋晴れで、後継者対策部が
用意した飲み物や食材を満喫。名札を胸に表示し声を掛けや
すくするなどの工夫もあり、あちこちで笑い声が上がりました。
家族を連れての初参加もあり、子ども向けには支部3階のプロ
ジェクターを使用して映画を上映。
　食材が残ったため急きょじゃんけん大会をおこなうなど、焼
き場を中心に最後まで盛り上がりました。

阪
神
淡
路
大
震
災
の
教
訓

　

被
災
者
の
86
・
6
％
が

自
宅
で
建
物
の
下
敷
き
に

な
っ
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。

お
年
寄
り
が
多
か
っ
た
の

は
、
家
の
老
朽
化
が
す
す

ん
で
い
た
か
ら
。
次
い
で
若

い
人（
20
才
〜
25
才
）が
多

か
っ
た
の
は
、安
ア
パ
ー
ト

や
借
り
上
げ
の
社
宅
な
ど
、

耐
震
対
策
が
な
さ
れ
て
い

な
い
建
物
に
住
ん
で
い
た

た
め
で
す
。

　

ま
た
、
死
亡
推
定
時
刻

は
、
地
震
の
発
生
し
た
5

時
46
分
〜
6
時
ま
で
の

間
に
２
、９
４
０
人
（
80
・

5
％
）
も
の
人
が
亡
く
な

り
ま
し
た
。こ
の
時
間
帯
で

消
防
隊
や
自
衛
隊
が
救
助

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

そ
し
て
家
が
つ
ぶ
れ
る
と

出
火
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、倒
壊
す
る
建
物
の

数
を
減
ら
し
、
建
物
の
耐

震
化
を
す
す
め
る
こ
と
が

最
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

関
東
大
震
災
か
ら
学
ぶ

　

続
い
て
、ジ
ョ
ー
ジ
防
災

研
究
所
代
表
の
小
野
修
平

さ
ん
よ
り
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

　

１
９
２
３
年
9
月
1
日
11

時
58
分
、相
模
湾
を
震
源
と

す
る
Ｍ
７
・
９
の「
烈
震
」
が

発
生
、死
者
10
万
5
千
人
の

う
ち
、火
災
に
よ
る
死
者
が

約
9
万
2
千
人
に
の
ぼ
り

ま
し
た
。

　

原
因
と
し
て
、
多
数
の

家
屋
が
倒
壊
、
直
後
の
出

火
が
次
々
と
倒
壊
家
屋
に

燃
え
移
り
、さ
ら
に
台
風
の

11.21 東京防災セミナー

11
月
25
日
、
18
時
30
分
か

ら
、
セ
シ
オ
ン
杉
並
で
憲

法
を
考
え
る
夕
べ
が
全
体

２
５
０
人
（
支
部
22
人
）

の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
（
文
責
・
編
集
部
）
。

　

第
一
部
は
講
演
。
国
際

政
治
学
者
・
白
井
聡
さ
ん

は
日
本
の
体
制
に
つ
い
て
、

明
治
維
新
か
ら
75
年
か

け
て
築
か
れ
て
崩
壊
し
た

戦
前
の
天
皇
崇
拝
が
あ
り
、

崇
拝
の
対
象
が
天
皇
か
ら

米
国
に
置
き
換
わ
っ
て
か

ら
の
時
間
も
75
年
を
経
た

点
を
指
摘
し
、
戦
後
の
体

制
は
限
界
で
こ
の
ま
ま
で

は
愚
か
な
日
中
戦
争
に
巻

き
込
ま
れ
て
し
ま
う
、
危

機
を
多
く
の
国
民
が
理
解

し
な
い
限
り
防
げ
な
い
と

警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

　

米
国
の
覇
権
の
ゆ
ら
ぎ

に
つ
い
て
、ロ
シ
ア
へ
の
経

済
制
裁
へ
の
参
加
国
や
イ

ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
虐
殺
の

支
持
国
の
顔
ぶ
れ
、
サ
ウ

ジ
と
イ
ラ
ン
が
中
国
の
仲

立
ち
で
国
交
を
回
復
し
た

点
な
ど
指
摘
。
弱
り
目
の

米
国
は
戦
利
品
で
あ
る
日

本
に
カ
ネ
を
出
さ
せ
次
は

若
者
の
命
を
差
し
出
さ
せ

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
果

て
に
日
中
戦
争
の
危
機
が

あ
る
こ
と
、
最
大
の
貿
易

相
手
と
戦
争
す
る
な
ど
誰

も
望
ま
ぬ
愚
か
な
選
択
だ

が
、
軍
拡
の
果
て
の
戦
争

の
実
績
が
日
本
に
は
あ
り
、

さ
ら
に
米
国
は
常
に
代
理

戦
争
を
起
こ
し
て
き
た
こ

と
か
ら
も
、
日
本
国
民
を

守
る
に
は
米
国
か
ら
の
独

立
が
必
要
。
し
か
し
そ
れ

は
容
易
で
な
い
と
語
り
ま

し
た
。

　

休
憩
を
挟
ん
だ
第
二
部

は
、
浜
根
未
稀
さ
ん
の
ア

ル
パ
と
河
田
美
賀
子
さ
ん

オ
カ
リ
ナ
・
水
笛
の
ホ
ッ

と
す
る
演
奏
の
ひ
と
と
き

で
し
た
。

みんなで食べるって最高だね！

後継者対策部主催 支部会館屋上BBQ支部会館屋上BBQ

憲
法
を
考
え
る
夕
べ

アルパとオカリナの演奏

静かに聴き入る

白井聡さん

米国から
独立を
天
皇
崇
拝
の
75
年

米
国
従
属
の
75
年

危
機
を
知
る
の
が

戦
争
を
避
け
る
道

11
25

関東大震災100年 節目の年に学ぶ

目黒教授 小野 修平さん

講義に聴き入る仲間

50
名
参
加
で
盛
り
上
が
っ
た
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12
月
当
初
人
員
３
、１
１
６
人

（
分
会
・
群
順　

敬
称
略
）

　

氏　

名

職　

種

所　

属

紹

介

者

安
井　

慎
二

防
水

井

荻

直
接
加
入

江
田　

権
久
朗

通
信

井

荻

直
接
加
入

仲
与
志　

琉
人

電
気

井

荻

松
野　

寛
和

Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｇ　

Ｋ
Ｕ
Ｎ

設
計
・
製
図

西

荻

藍
川　

眞
樹

並
木　

政
樹

設
計
・
製
図

富
士
見

児
玉　

謙
治

佐
々
木　

育
子

塗
装

中

央

佐
々
木　

和
久

林　

信
彦

型
枠
大
工

中

央

寺
田　

武
玄

Ｈ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ

は
つ
り
・
解
体

高

和

小
櫻　

貴
大

鈴
木　

雄
一

給
排
水
・
衛
生
・
ガ
ス

高

和

田
中　

亜
紀
子

関
野　

陽
介

冷
暖
房

泉

南

片
岡　

光
雄

■外構造園作業スタッフ■
グリーンスペース計画㈱
代表　益田　陽介

杉並区下井草3-20-11-105
メゾンヴェルトⅢ
℡080-1074-4655

■電気工事■
【社員】
㈲リケン

代表　縫村　信秋
杉並区浜田山1-23-7
℡03-3290-0122

■配管工■
【社員】
斎喜工業㈱

代表　齋藤　隆男
杉並区大宮1-2-2-201
℡03-3328-9638

■防水■
【社員】
㈱奄防

代表　南　忠文
西東京市東町5-7-20
℡090-8030-8822

■造園工■
【社員】

㈱ネクストグリーン
代表　堀内　幸雄
杉並区堀ノ内2-7-7-101
℡03-6677-7168

■測量士・測量士補■
【社員・アルバイト】
リーベン開発設計㈱
代表　鈴木　成規
杉並区阿佐谷南3-31-14
℡03-3392-4735

■塗装・防水・電気・営業■
【社員】
㈱しんせん

代表　小笠原　健悦
杉並区堀ノ内3-49-7横尾ビル１F

℡03-3311-2196

■塩ビシート専門■
【社員】
㈱ＵPstart

代表　相澤　秀明
杉並区永福1-39-9-106
℡03-6677-3747

■ガラス工■
【社員】
㈱住硝

代表　市　大介
杉並区高井戸西2-12-16水村ビル１F

℡03-3331-2281

■揚重工■
【社員】
㈱秀英舎

代表　飯岡　秀斗
杉並区和田1-13-11-203
℡080-1230-6083

掲載は無料です

どうぞご利用

ください

建設国保の育成強化、賃金・単価引き上げ

物価高騰から仕事と暮らしを守ろう

健康保険証の廃止
中止・撤回を求めよう

11
月
17
日
に
全
国

44
県
連
組
合
の
仲
間
１
、

８
４
２
人
が
日
比
谷
野
外

音
楽
堂
に
集
ま
り
「
予
算

要
求
対
都
行
動
・
生
活
危

機
突
破
中
央
総
決
起
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

（
杉
並
23
人
参
加
）
。

　

集
会
に
は
各
政
党
か

ら
国
会
議
員
が
参
加
、
連

帯
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。
自
民
党
・
平
沢
衆

院
議
員
「
職
場
環
境
の
改

善
、
若
い
人
材
育
成
の
た

め
、
今
後
と
も
様
々
な
政

策
を
実
現
す
べ
く
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
。

立
憲
民
主
党
・
枝
野
衆
院

議
員
「
建
設
国
保
の
育
成
、

む
し
ろ
強
化
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
政
治
が
で
き

る
家
計
支
援
を
し
っ
か
り

や
っ
て
い
く
」
。
公
明
党
・

若
松
参
院
議
員
「
建
設

国
保
予
算
は
し
っ
か
り
確

保
し
て
い
き
た
い
」
。
共

産
党
・
田
村
党
副
委
員
長

「
建
設
国
保
の
育
成
強
化

が
当
た
り
前
の
政
治
を
勝

ち
取
っ
て
い
き
た
い
」
。

　

全
建
総
連
か
ら
は
勝

野
書
記
長
が
基
調
報

告
。「
来
年
度
の
概
算
要

求
は
１
１
４
兆
円
を
超
え

過
去
最
大
。
厚
労
省
の
国

保
組
合
関
係
予
算
は
総

額
２
、７
３
２
億
5
千
万

円
と
な
り
、
今
年
度
比
で

27
億
1
千
万
円
増
額
と

な
っ
て
い
る
。
防
衛
費
の

増
額
な
ど
を
考
え
る
と
、

よ
り
厳
し
さ
を
増
す
社
会

保
障
関
係
予
算
と
な
る
だ

ろ
う
。
保
険
証
交
付
存
続

を
求
め
る
取
り
組
み
と
と

も
に
、
現
行
補
助
制
度
の

堅
持
、
現
行
補
助
水
準
の

確
保
を
求
め
る
取
り
組
み

が
一
層
重
要
に
な
る
。
み

な
さ
ん
に
は
、
ハ
ガ
キ
要

請
・
議
員
要
請
な
ど
、
よ

り
大
き
な
取
り
組
み
を
お

願
い
し
た
い
」
。

　

集
会
後
は
、
東
京
駅
鍛

冶
橋
駐
車
場
ま
で
デ
モ
行

進
を
お
こ
な
い
、
私
た
ち

の
要
求
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

解
散
し
ま
し
た
。

日比谷野外音楽堂に集まった杉並の仲間

予算要求対都行動・生活危機突破中央総決起大会

　国土交通省は、事業用自動車の運転者に対する
飲酒運転の防止策として「運転前後のアルコール
チェックとその記録の保存」を義務づけています。
　この規定は元々、運送業など一部の業種にのみ
適用されていましたが、2022年の道路交通法の
改正により、すべての業種が対象となりました。
　しかし、アルコールチェッカー（検知器）が市
場に流通していなかったため検知器の使用のみ
延期となっていましたが、2023年12月1日からア
ルコールチェッカーの使用も正式に義務化されま
した。

　建設業就業者数は、55歳以上が約36％、29歳以下が約12％
と、高齢化が進行し、就業者数は減少しています。また、建設技
能者の年収は、全産業平均より10％低い状態にあります。
　今回の署名は、国交省や厚労省での建設産業をどう持続
させるかという議論を受け、その実現に向けての後押し（賛
成）する署名となります。地元国会議員を通じて国に提出さ
れるため、私たちの大きな声が、検討する根拠になります。
　深刻な人手不足により、社会のインフラが崩れはじめてい
ます。100万人署名と国会議員の賛同を成功させ、請願採択
を勝ち取りましょう。

　アルコールチェック義務化の対象事業所（※）

は、アルコールチェッカーの入手と、安全運転管

理者の選任が必要になります。未選任だった場

合や届け出の未提出に罰金が科せられますので

注意は必要です。どけん共済会では、アルコール

チェッカーのあっせん販売をおこなっています。

100万人国会請願署名に
ご協力ください

今
が
賃
上
げ
の
チ
ャ
ン
ス
！

運
転
前
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
義
務
化
へ

※アルコールチェック対象事業所の条件

アルコールチェッカーをあっせん販売しています

検知器を準備して備えよう

●雇用改善、能力開発の向上、賃上げの環境整備

●若年者の入職・定着の促進、
　担い手確保・育成の推進

●建設キャリアアップシステム（CCUS）
　の普及促進

私たちの要望

11
月
29
日
に
杉
並
支

部
会
館
を
会
場
に
お
こ
な

わ
れ
た
「
杉
並
高
齢
者
集

会
」
に
は
１
０
０
人
を
超

え
る
仲
間
が
集
ま
り
ま
し

た
（
杉
並
27
人
）
。
講
師
に

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
テ
レ
ビ

の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
で
も
あ

る
荻
原
博
子
さ
ん
を
迎
え
、

「
マ
イ
ナ
保
険
証
の
、何
が

問
題
な
の
か
？
」と
題
し
た

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

政
府
は
２
０
２
３
年
6

月
に
、
現
行
の
健
康
保
険

証
を
２
０
２
４
年
秋
に
廃

止
し
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
1
本
化
す
る
法
案
を

可
決
成
立
さ
せ
ま
し
た
。

　

荻
原
さ
ん
は
マ
イ
ナ
保

険
証
の
問
題
点
を
次
の
よ

う
に
指
摘
し
て
い
ま
す
。

❶
成
り
す
ま
し
が
簡
単

　

マ
イ
ナ
保
険
証
か
ら
医

療
情
報
を
読
み
取
る
た

め
に
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
を
今
春
か
ら
医

療
機
関
に
義
務
付
け
た
。

し
か
し
精
度
が
低
く
、
他

人
の
顔
で
認
証
さ
れ
た
。

❷
病
院
の
作
業
負
担
増

　

現
在
は
月
に
1
度
「
保

険
証
」
を
提
出
す
れ
ば
良

い
が
、「
暗
証
番
号
の
な
い

マ
イ
ナ
保
険
証
」な
ど
6
つ

の
書
類
に
病
院
が
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

❸
患
者
負
担
が
増
え
る

　

マ
イ
ナ
保
険
証
と
「
確

認
情
報
の
お
知
ら
せ
」な
ど

組
み
合
わ
せ
の
提
出
を
求

め
ら
れ
る
。

　

健
康
保
険
証
を
廃
止
す

る
目
的
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
普
及
さ
せ
、国
民

の
所
得
を
把
握
し
た
い
た

め
。
60
年
か
け
て
作
っ
た
健

康
保
険
証
を
廃
止
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
。２
０
２
４
年

秋
に
実
施
さ
せ
な
い
た
め
、

大
き
な
声
を
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

杉並高齢者集会に100人超
参
加
者
は

１
０
０
人
を
超
え
た

荻原博子さん

こ
こ
か
ら
署
名
用
紙
が

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す



2023 年 ( 令和 5年 ) 12 月 15 日（月 1回 15 日発行）第 863 号 昭和 36年７月３日　第三種郵便物承認 (  4  )す　　ぎ　　な　　み

第 360 回

だ
経
験
も
浅
く
非
常
に
苦
労
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
長
い
間
仕
事
を
続
け
て
こ
ら
れ

た
の
は
、
周
り
の
仲
間
や
従
業
員
、
お
客

様
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。

　

経
営
理
念
は
、
常
に
会
社
の
成
長
・
発

展
と
従
業
員
個
人
の
幸
福
の
一
致
を
目
指

す
こ
と
。
日
頃
か
ら
「
掃
除
・
笑
い
・
感

謝
」
を
心
が
け
、
社
会
に
貢
献
し
ま
す
。

　

以
前
は
荻
窪
建
築

組
合
に
加
入
し
て
い
ま

し
た
が
、
事
務
局
が
少

人
数
で
機
能
し
て
お
ら

ず
、
他
組
合
を
探
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
折
、
チ
ラ
シ
や

ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
な
ど
で
記

憶
に
残
っ
て
い
た
東
京

土
建
が
思
い
浮
か
び
、

富
士
見
分
会
の
君
塚
さ

ん
の
群
に
加
入
。
阿
部

さ
ん
や
当
時
分
会
長
の

鷹
野
さ
ん
達
と
一
緒
に

組
合
活
動
を
行
い
、
組

織
担
当
部
長
兼
副
分

会
長
を
経
験
し
ま
し
た
。

　

組
合
で
は
土
建
国
保
と
労
災
保
険
に

も
加
入
。
お
か
げ
で
安
心
し
て
仕
事
に
専

念
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

趣
味
は
家
族
や
友
人
達
と
行
く
バ
イ

ク
ツ
ー
リ
ン
グ
で
す
。
修
行
中
は
あ
ん
な

に
辛
か
っ
た
バ
イ
ク
の
運
転
で
す
が
、
今

で
は
季
節
を
感
じ
な
が
ら
、
親
子
で
旅
先

の
旬
の
味
覚
を
味
わ
う
楽
し
み
に
変
わ

り
ま
し
た
。

　

四
代
目
は
現
在
、
大
工
を
目
指
し
て
奮

闘
中
で
す
。
将
来
は
一
緒
に
仕
事
を
し
て
、

い
つ
か
独
り
立
ち
す
る
日
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　

杉
並
区
久
我
山
で
生
ま
れ
た
私
は
、

祖
父
の
代
か
ら
続
く
工
務
店
の
三
代
目

で
す
。

学
生
時
代
は
大
工
の
仕
事
に
全
く
興
味

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ひ
ょ
ん
な
こ

と
か
ら
武
蔵
村
山
市
の
宮
大
工
の
棟
梁

の
も
と
へ
弟
子
入
り
す
る
こ
と
に
。

　

修
行
中
は
神
社
仏
閣
の
ほ
か
、
入
母

屋
造
の
新
築
・
改
築
、
内

稲
荷
の
鳥
居
設
置
や
修

復
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

　

暑
い
日
も
寒
い
日
も
、

朝
早
く
か
ら
長
距
離
の

バ
イ
ク
通
勤
は
堪
え
ま

し
た
が
、
建
物
が
竣
工
し

た
時
の
お
客
様
の
満
面

の
笑
顔
や
感
謝
の
言
葉

は
大
変
嬉
し
く
、
達
成
感

は
計
り
知
れ
な
い
も
の
で

し
た
。

　

5
年
間
の
修
業
の
後
、

父
の
経
営
す
る
（
株
）
田

中
工
務
店
へ
入
社
。
そ
の

後
、
父
が
大
動
脈
解
離
で

倒
れ
、
当
時
33
歳
の
私
は
突
然
代
表
と

し
て
仕
事
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
。
ま
だ
ま

技 術 の 継 承

現 代 棟 梁

田
たな か

中 久
ひさ お

男さん　富士見・宮大工

11
月
慶
弔
傷
病
見
舞
金
支
給

25
件

　

ど
け
ん
共
済
は
組
合
員
が
病

気
や
ケ
ガ
で
働
け
な
く
な
っ
た
時

の
生
活
を
助
け
合
い
、
結
婚
や
出

産
、
仲
間
や
家
族
が
亡
く
な
っ
た

時
な
ど
に
給
付
さ
れ
る
み
ん
な
の

助
け
合
い
制
度
で
す
。
こ
れ
ま
で

に
多
く
の
仲
間
が
給
付
を
受
け
て

い
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
お
め
で
と
う

【
結
婚
】

中
田　

裕
樹
（
泉　

南
）

【
出
産
】

佐
々
木
一
人
（
井　

荻
）

工
藤　

喬
平
（
西　

荻
）

山
本　

翔
太
（
富
士
見
）

岡
崎　

茂
樹
（
阿
佐
谷
）

【
新
入
学
】 

2
件

【
資
格
取
得
】 

4
件

■
お
大
事
に

【
傷
病
見
舞
金
】

宇
田
川
健
太
郎
（
井　

荻
）

園
田　

徳
男
（
阿
佐
谷
）

新
家　

知
子
（
浜　

福
）

追
久
保　

修
（
浜　

福
）

新
家　

啓
正
（
浜　

福
）

中
村　

賢
司
（
浜　

福
）

小
堀　
　

豊
（
高　

和
）

伊
藤　

政
彦
（
泉　

南
）

山
下　
　

繁
（
泉　

南
）

齋
藤　

惠
一
（
泉　

南
）

葛
西　

雅
人
（
直　

属
）

枦
山　

義
房
（
直　

属
）

 

ほ
か
1
件

■
お
悔
や
み

　

申
し
あ
げ
ま
す

【
家
族
死
亡
】 

1
件

杉並区中小企業
光熱費高騰
緊急対策助成金
　エネルギー価格の負担が増加している区内中小業
者に対し、一部を助成します。申請締切は2023年12
月31日（消印有効）です。未申請
の方はお急ぎください。

■助成対象者

・区内に主たる事業所がある中小事業者（法人の場合は区
内に本店登記があること）

■対象経費と給付額

・2023年４月～９月使用分の電気・ガス料金
・最大６万円（事務所）ないし３万円（自宅兼事務所）
※ 電気・ガス料金の合計が60万円未満の場合

詳しくはコチラ
を参照ください

  

浜
福
分
会
の
秋
の
日
帰
り

バ
ス
旅
行
は
、
10
月
29
日
に

23
人
の
参
加
で
横
浜
八
景
島

シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

８
時
に
杉
並
を
出
発
し
た

浜
福
分
会
の
仲
間
は
、
途
中

休
憩
を
は
さ
み
な
が
ら
横
浜

市
金
沢
区
に
あ
る
八
景
島
を

め
ざ
し
ま
し
た
。

　

車
内
で
は
、
大
淵
分
会
長

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
樋
口
組

織
部
長
が
、
秋
の
拡
大
月
間

へ
の
協
力
を
訴
え
ま
し
た
。

　

八
景
島
に
到
着
し
た
一
行

は
、
ア
ク
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
、
氷
の
海
で
く
ら
す
生
き

物
の
生
態
を
観
察
。
プ
ー
ル

で
お
こ
な
わ
れ
た
「
海
の
動

物
た
ち
の
シ
ョ
ー
」
で
は
、
イ

ル
カ
が
空
高
く
ジ
ャ
ン
プ
し
、

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

昼
食
は
園
内
に
あ
る
フ
ー

ド
コ
ー
ト
で
シ
ー
フ
ー
ド

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。
海
を
眺
め

て
潮
風
を
感
じ
な
が
ら
、
新

鮮
な
海
産
物
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

午
後
は
自
由
行
動
と
な
り
、

プ
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
「
青
空

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」
や
「
巨
大

立
体
迷
路
」
に
挑
戦
し
た
仲

間
も
。

　

帰
り
の
バ
ス
の
車
内
で
は
、

恒
例
の
全
員
に
当
た
る
ビ
ン

ゴ
大
会
で
大
盛
上
が
り
。
次

回
は
も
う
一
回
り
大
き
な
参

加
者
で
の
開
催
を
誓
い
、
ケ

ガ
な
く
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

23人で横浜・八景島 シーパラダイス

浜福分会
バス旅行

大満足の旅行でした

見事なジャンプに
歓声が

家族で満喫

申請
締切は
今月末

田
中
久
男
さ
ん


